
令和８ 年

山形市二十歳の祝賀式

　 令和８ 年１ 月１ １ 日 ( 日 )　

山形市総合スポーツセンタ ー

入場開始： 午後０ 時３ ０ 分～

〈 オープニングイ ベント 　 午後 1 時３ ０ 分～〉

開式： 午後１ 時４ ５ 分～

式次第

1　 開式のこ と ば　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 二十歳の祝賀式実行委員会

2　 国歌斉唱

3　 山形市民の歌斉唱

4　 お祝いのこ と ば　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 山形市長　 　       佐藤孝弘

5　 励まし のこ と ば　 　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　  山形市議会議長   丸子善弘

6　「 こ れまでのラ イ フ ログ※」　 　 　 　 　 　 　    二十歳の祝賀式実行委員会

7　  二十歳の決意「 こ れから のラ イ フ ログ※」    二十歳の祝賀式実行委員会

8　 閉式のこ と ば　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　       二十歳の祝賀式実行委員会

     ※ 「 ラ イ フ ログ」 : 一人ひと り の歩みの記録

主催： 山形市・ 山形市教育委員会

パンフ レ ッ ト デザイ ン： 二十歳の祝賀式実行委員　 片桐咲希

   



二
十
歳
の
皆
さ
ん
に
贈
る
こ
と
ば 

山
形
市
長 

佐 

藤 

孝 

弘  

  

本
日
、
晴
れ
て
二
十
歳
の
祝
賀
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
深
い
愛
情
を
も
っ
て
そ
の
成

長
を
支
え
、
見
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
御
家
族
の
皆
様
、
教
え
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
と
も
に
様
々
な
経
験
を
し
、
成
長
し
て
き
た
仲
間
た
ち
や
、
厳
し
く
も
温
か
く
導
い

て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
の
方
々
、
そ
し
て
一
番
近
く
で
皆
さ
ん
の
成
長
に
寄
り
添
っ
て
こ
ら
れ
た
御
家
族
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
顔
が
思
い
浮
か
ぶ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
そ
の
思
い
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
力
と
し
て
、
新
た
な
道
を
切
り
拓
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
山
形
市
で
は
、
「
健
康
医
療
先
進
都
市
」
「
文
化
創
造
都
市
」
の
２
大
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
、
こ
の
ま
ち
に
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
昨
年
は
、
日
本
最
大
の
英
字
新
聞
社
「
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
」
が

認
定
す
る
「
世
界
に
発
信
す
る
に
値
す
る
日
本
の
自
治
体
」
の
第
１
号
に
山
形
市
が
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
様
々
な
施
策
が
実
を

結
び
、
世
界
か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
年
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
動
き
を
観
光
振
興
や
経
済
の
活
性
化
に
着
実
に
つ
な
げ
、
山
形
市
を
さ
ら
に
魅
力
と
活
力
の
あ
る
都
市
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
の
柔
軟
な
発
想
と
み
な
ぎ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
可
欠
で
す
。
ぜ
ひ
、
と
も
に
私
た
ち
の
「
山
形
市
」
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

結
び
に
、
今
後
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
飛
躍
を
御
期
待
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 



 
 

 

  

自
分
の
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
  

 

そ
れ
は
 
自
分
で
決
め
る
こ
と
で
す
 
だ
か
ら
 
誰
の
せ
い
に
も
で
き
ま
せ
ん
  

 

道
の
途
中
 
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
 
う
 
ト
ラ
ブ
ル
と
い
う
崖
が
目
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
 
た
り
 

喜
び
と
い
う
祭
り
が
あ
 
た
り
 
悲
し
み
と
い
う
雨
が
降
 
た
り
 
希
望
と
い
う
救
い
が
現
れ
た
り
  

 

そ
れ
ら
す
べ
て
 
あ
な
た
の
人
生
に
必
要
な
も
の
で
す
 
あ
な
た
が
優
し
く
な
れ
る
 
強
く
な
れ
る
  

誰
か
を
大
事
に
思
え
る
 
人
生
を
豊
か
に
す
る
彩
り
で
す
  

 

困
 
た
ら
誰
か
に
頼
 
て
い
い
 
助
け
て
く
れ
る
人
は
必
ず
い
る
か
ら
  

 

誰
か
と
喧
嘩
し
て
も
い
い
 
違
う
価
値
観
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
か
ら
  

 

立
ち
止
ま
 
て
も
い
い
 
そ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
 
た
景
色
が
見
え
る
か
ら
  

 

泣
い
て
も
い
い
 
気
持
ち
が
す
 
き
り
す
る
か
ら
  

 

悔
や
ん
で
も
い
い
 
そ
こ
か
ら
や
り
直
せ
る
か
ら
  

 

生
き
て
い
て
ほ
し
い
 
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
が
必
ず
い
る
か
ら
  

 

ど
う
か
 
自
分
の
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
  
 

み
な
さ
ま
の
先
へ
続
く
道
が
 
光
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
  

 

柚
月

ゆ

づ

き 

裕
子

ゆ

う

こ 

 

■
プ
ロ
フ
 
 
ル 

 

１
９
６
８
年
岩
手
県
生
ま
れ
 
山
形
県
在
住
 
２
０
０
８
年
 
臨
床
真
理
 
で
第
７
回
 
こ
の
ミ
ス
テ
リ
 
が
す
ご
い
！
 

大
賞
を
受
賞
し
デ
ビ
 
 
 
２
０
１
３
年
 
検
事
の
本
懐
 
で
第
15
回
大
藪
春
彦
賞
を
受
賞
 
２
０
１
６
年
 
孤
狼
の

血
 
で
第
69
回
日
本
推
理
作
家
協
会
賞
 
長
編
及
び
連
作
短
編
部
門
 
を
受
賞
 
第
１
５
４
回
直
木
賞
候
補
 
２
０
１
８

年
に
本
屋
大
賞
第
２
位
と
な
 
た
 
盤
上
の
向
日
葵
 
は
２
０
２
５
年
に
映
画
化
 
著
書
に
 
孤
狼
の
血
 
シ
リ
 
ズ
 

 
佐
方
貞
人
 
シ
リ
 
ズ
の
ほ
か
  
慈
雨
 
 
合
理
的
に
あ
り
え
な
い 

上
水
流
涼
子
の
解
明
 
 
朽
ち
な
い
サ
ク
ラ
 
 
ミ

カ
エ
ル
の
鼓
動
  
教
誨
 
 
逃
亡
者
は
北
へ
向
か
う
 
な
ど
多
数
  

山
形
市
二
十
歳
の
祝
賀
式
へ
の
メ
 
セ
 
ジ 

2



２ ０ 年 間 の 思 い 出 を た ど る

2008~ 2010

2011~ 2013

2005~ 2007

2014~ 2016

ぜんまいざむら い

映画「 ハウルの動く 城」

W ii（ 任天堂）

仮面ラ イ ダー電王

獣拳戦隊ゲキレンジャ ー

ふたり はプリ キュ ア

でこ ぼこ フ レンズ

ゆう がたク インテッ ト

映画「 崖の上のポニョ 」

イ ナズマイ レブン

ゲゲゲの女房

仮面ラ イ ダーオーズ

ニンテンド ー３ D S

たまごっ ち

マルモのおきて

ゴールデンボンバー

コ ラ ショ

ポケッ ト モンスタ ー

アイ ・ カ ーリ ー

はなかっ ぱ

スイ ート プリ キュ ア♪

フ ッ ク ブッ ク ロー
妖怪ウォ ッ チ

アナと 雪の女王

錦織圭

壁ド ン

ジュ エルペッ ト

団地と も お

日本エレキテル連合

スーパーマリ オメ ーカ ー

TBS「 逃げるは恥だが役に立つ」

T ikTok

ひょ っ こ り はん

タ ピオカ

新元号「 令和」

消費税１ ０ %

PayPay

映画「 天気の子」

ハンド スピナー

ブルゾンちえみ

チョ コ レート プラ ネッ ト 「 TT 兄弟」

3

あ
の

こ
ろ

読んだ本　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　
　

　
　

　
　

　
　

侍戦隊シンケンジャ ー

フ レッ シュ プリ キュ ア

仮面ラ イ ダーフ ォ ーゼ

海賊戦隊ゴーカ イ ジャ ー

ほっ ぺちゃん

東京スカ イツリ ー開業

きゃり ーぱみゅぱみゅ

TBS「 半沢直樹」

ふなっ し ー

林修「 今でし ょ 」

朝ド ラ 「 あまちゃ ん」

８ .6 秒バズーカ ー

ポケモン GO

映画「 君の名は」

アイ カ ツ！

五郎丸ポーズ

N intendo Switch

インスタ 映え

DA PU M P「 U .S.A.」

おっ さ んずラ ブ

大坂なおみ

日テレ「 ３ 年 A 組」

デュ エル・ マスタ ーズ

かいけつゾロ リ

怪談レ スト ラ ン

ミ ッ ケ !

モチモチの木

こ まっ たさ んシリ ーズ

こ びと づかん

5 分後に意外な結末

あ

の
こ

ろ食べた給食　 　 　 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　　　　　　　　　　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ソ フ ト 麺

わかめごはん

華風スープ

米粉パン

フ ルーツポン チ

ク レ ープアイ ス

り んごシャ ーベッ ト

2017~ 2019



2023~ 2025 現在

令和８ 年テ ーマ

「 奇跡∞軌跡 ～紡ぐ 山形の若葉たち ～」

今日こ う し て再会でき た “奇跡” を 力に

私たち “若葉” がこ れから 歩む “軌跡” を 自分ら し く 紡いで いこ う

素敵な 未来への一歩が踏み出せま すよ う に

2020~ 2022

あつまれどう ぶつの森

鬼滅の刃

N iziU

瑛人「 香水」

Ado「 う っ せぇ わ」

お笑い第７ 世代

ぺこ ぱ

呪術廻戦

4

W BC 優勝・ 大谷翔平 M VP

ラ ーズ・ ヌ ート バー

チャ ッ ト GPT

BeReal

スラ ムダンク

推し の子

新し い学校のリ ーダーズ

あのちゃん

TBS「 VIVAN T」

アサイ ーボウル

新紙幣発行

東京リ ベンジャ ーズ

新庄剛志

地球グミ

イ カ ゲーム

T BS「 ド ラ ゴン桜」

優里「 ド ラ イ フ ラ ワー」

Lisa「 炎」

きつねダンス

東京オリ ンピッ ク

Creepy N uts「 Bling-Bang-Bang-Born」

8 番出口

大阪・ 関西万博

ミ ャ ク ミ ャ ク

映画「 国宝」

備蓄米

高市早苗総理大臣

新型コ ロ ナウイ ルス

一斉休校

三密

アベノ マスク

アマビ エ

GoTo キャ ンペーン



市 民 憲 章

わたく し たち は， 樹氷と べに花の里， 山形市民です。 誇り と 責任を も っ て五つの誓いを いたし ます。

1　 すすんでまち づく り に参加し ， 明る いまち を つく り ます。

2　 き まり を 守り ， 親切であたたかいまちを つく り ます。

3　 働く こ と に喜びを も ち ， 活気ある まちを つく り ます。

4　 自然を 愛し ， 緑と 水のき れいなまち を つく り ます。

5　 老人にはやすら ぎ， 若者には夢のあるまち を つく り ます。

山
形
市
民
の
歌

１
　
ひ
ん
が
し
に
蔵
王
を
望
み

　
　
西
の
空
　
月
山
は
呼
ぶ

　
　
春
を
待
つ
　
ひ
と
み
は
も
え
て

　
　
わ
れ
ら
誇
る
　
山
形
市
民

　
　
光
は
こ
こ
に
　
山
形

　
　
　
溌
剌
の
都
市

２
　
お
も
い
で
は
　
霞
城
の
ほ
と
り

　
　
山
寺
や
　
芭
蕉
の
夢
よ

　
　
い
そ
い
そ
と
　
摘
む
は
紅
花

　
　
わ
れ
ら
誇
る
　
山
形
市
民

　
　
光
は
こ
こ
に
　
山
形

　
　
　
美
わ
し
の
都
市

３
　
陽
に
映
え
る
　
新
し
い
道

　
　
と
ど
ろ
く
は
　
生
産
の
歌

　
　
こ
の
稔
り
　
日
本
の
い
の
ち

　
　
わ
れ
ら
誇
る
　
山
形
市
民

　
　
光
は
こ
こ
に
　
山
形

　
　
　
逞
ま
し
の
都
市

令和８ 年山形市二十歳の祝賀式実行委員

奥山かんな 小林奈樹 小鹿紗椰

片桐咲希阿部滉典宮崎航平



 

 

 

 

 

 

地域で活躍する若者たち 

～サードプレイス村「音楽×縁日あそび」～ 

５ 月１ ７ 日（ 土）、 たかせ元気会が主催するたかせげんき まつり の中で、 高楯中学校と 第

三中学校の有志の生徒が参加・ 運営するボラ ンティ ア団体、「 サード プレイ ス村」 が小学生

を 対象に「 音楽×縁日あそび」 を 開催し まし た。  

メ ンバーは３ 月に行っ た「 チルド レ ンワールド 」（ R6 年度と き たまご第 7 号で紹介し てい

ます。） のノ ウハウを 生かし た縁日コ ーナーと 、「 たかだて吹奏楽ク ラ ブ」 と のコ ラ ボレー

ショ ンによる、「 だるまさ んがこ ろ んだ」 と 「 ビンゴ」 を 企画し 、 準備を 進めまし た。  

当日は、 各企画を 楽し む子ども と 大人の姿を見て、 メ ンバーは大満足。 会場は温かい笑

顔に包まれまし た。  

 

 

 

 

 

 

～ビッキの会「ふれあい広場」～ 

 社会教育青少年課が実施する子ども 支援事業「 ふれあい広場」 を 企画・ 運営するのは、

約５ ０ 年前に山形大学で生まれたボラ ンティ アサーク ル「 ビッ キの会」 の大学生です。  

 ６ 月９ 日（ 土） に開催し た第１ 回ふれあい広場では、「 みんなと なかよく なろ う ！」 を

テーマに、「 猛獣狩り ゲーム」 や「 的あてゲーム」 のレ ク リ エーショ ン、「 ク ルク ル回るて

るてる坊主」 の工作を行いまし た。 親し みやすく て頼り になる大学生のお兄さ んと お姉さ

んと 一緒に、 子ども たちは楽し みながら 安心し て学ぶこ と ができ まし た。 ビッ キの会のメ

ンバーは、 子ども たちと の距離が近づいているこ と を喜んでいまし た。  

 ビッ キの会では I nst agr amで活動を 紹介し ていますので、 ぜひご覧く ださ い。（ 下の二

次元コ ード から お入り く ださ い。）  

※現在、 大学生（ 高校生も 可） の新規メ ンバーを 募集し て 

います。  

 

 

 

 

 

 

 

社教ニュース ときたまご 

令和７年９月２日（第２号） 山形市教育委員会社会教育青少年課 

Web 版 

〈ビッキの会Instagram〉 



～子ども支援事業「夏休み子ども学習会」～ 

 例年、 社会教育青少年課では「 夏休み子ども 学習会」 を実施し ています。 今年度は幅広

い世代の学習サポート ボラ ンティ アを 募集し 、 ８ 月７ 日（ 木） に実施し まし た。 中央公民

館に集まっ た小学生の学習をサポート するのは１ 人の中学生と ２ ２ 人の高校生、 １ 人の地

域住民です。  

小学生は自分のペースで夏休みの宿題や自主学習に取組みまし た。 子ども たちの手が止

まると すぐ にそばに寄っ て、「 どんな学習し ているの？」「 何か困っ たこ と はない？」 と 自

然に声を かけ、 子ども たちの話を 聞き まし た。 また、 休憩時間には子ども たちと 会話や工

作、 ゲームを 楽し みまし た。  

 子ども たちにと っ て中学生や高校生などの若者たちは、 自分の話を 聞いてく れる、 一緒

に遊んでく れる、 思いに寄り 添っ てく れる優し いお兄さ んやお姉さ んです。 子ども たちは

安心し て学習に取組むこ と ができ まし た。  

  

  

 

 

 

 

 

～サードプレイス村、サードプレイス Jr.で活動する中学生の話～ 

 空いている時間を 人のために使いたいと 思っ てボラ ンティ アを 始めまし た。「 あり がと

う 」 と 言っ ても ら っ たと き に、 やっ てよかっ たと 思います。 自分の行動が誰かの楽し みに

つながるこ と にやり がいを 感じ ます。  

 

 私は人と 話すこ と が苦手でし た。 少し でも 自分を変えたいと 思い、 ボラ ンティ アに応募

し まし た。 取組んでいるう ちに、 広い世代の人と 接するこ と や自分のでき るこ と が増えて

いく こ と がと ても 楽し く 、 嬉し く なり まし た。 こ れから も 地域貢献や自分の成長のために

頑張っ ていき たいです。  

 

 人の輪に入るこ と が苦手な私に、 ボラ ンティ ア活動を 通し て何かのき っ かけになれば

と 、 母に勧めら れて始めたと こ ろ 、 ボラ ンティ アの楽し さ や嬉し さ を 感じ るこ と がたく さ

んあり まし た。 小さ い子ども や高齢者の方の笑顔がたく さ ん見るこ と ができ 、「 あり がと

う 」 と いう 言葉をも ら っ たと き に自然と 私の心も 笑顔になり ます。  

 

 

 

 

 

社教ニュースときたまごのバックナンバー及び山形市における「コ 

ミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」については、 

こちらからご覧ください。 

 



 

 

 

 

 

 

夏休み中の子どもの学びの場づくり 

 約１ か月間の夏休みの間、 小中学生は家庭や地域など、 社会の中で学ぶ機会が増えま

す。 市内の公民館やコ ミ ュ ニティ センタ ー等では様々な体験のプログラ ムを実施し ていま

す。 また、 学校の宿題や自主学習のサポート も 行っ ています。  

 地域住民が子ども たちの学びを 支える「 地域の中の学びの場」 を 御紹介し ます。  

 

 

～夏季休業中の学習会（山寺小中学校運営協議会）～ 

 令和６ 年度から 山寺小中学校の児童生徒を 対象に、 学校運営協議会が主催と なっ て開催

し ています。 今年度は夏休み中に４ 回開催し まし た。 第１ 回の８ 月１ 日（ 金）、 中学２ 年

生と ３ 年生の生徒が山寺コ ミ ュ ニティ センタ ーに訪れ、 およそ２ 時間、 夏休みの学習や自

主学習に取組みまし た。  

サポート するのは、 山寺小中学校に勤務し たこ と がある元教員、「 山寺を愛する教師の

会」 の方々です。「 当時、 保護者や地域の方々にお世話になり まし た。 本当に感謝し てい

ます。 学習会は恩返し のつも り でやっ ています。」「 子ども の成長を 見るこ と が楽し みにな

っ ています。」「 学校ではなく 地域で行う こ と で先生方の負担減につながるのではないかと

思っ ています。」 と 話し ていまし た。「 私たちは山寺の応援団」 と 言う メ ンバー全員が温か

い目で子ども たちを 見守っ ていまし た。  

 

 

～夏休み寺子屋塾（江南公民館・退職公務員連盟）～ 

 退職公務員連盟で１ ５ 年ほど前から 寺子屋塾を 開催し 、 平成２ ９ 年度から 江南公民館と

の共催事業と し て長期休業中に開催し ています。 今回が３ ９ 回目になり ます。 市内から ７

名の元小学校の教員が参加し 、 子ども 達の交流の場づく り と 学習サポート を 行いまし た。  

 「 夏休みはどんなこ と を するの？」 と いう 問いかけに、 ある女の子は「 地域の夏祭り で

太鼓の演奏を し ます。 今練習を し ています。」 と 話し まし た。  

 学習開始から およそ５ ０ 分、 ちょ う ど子ども たちに疲れが見え始めたタ イ ミ ングで、 折

り 紙や画用紙を 使っ た工作タ イ ム、「 箱つく り 」 が始まり まし た。 子ども たちは集中力を

取り 戻し 、 夢中になっ て取組みまし た。  
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～2025 寺子屋塾（高瀬コミュニティセンター）～ 

 コ ミ ュ ニティ センタ ーの事業と し て昨年度から 開催し ています。 今年度は８ 月１ ２ 日

（ 火） にたかせっ こ ク ラ ブ（ 放課後児童ク ラ ブ） を中心に２ ２ 名の子ども たちが参加し ま

し た。 サポート するのは地域に住む２ 名の元小学校の教員と ２ 名の中学生ボラ ンティ ア

（ 第三中学校、 高楯中学校） です。  

 前半は夏休みの宿題などに取組み、 後半は、 昨年から 地域に住んでいるタ イ 出身の方と

の交流を 楽し みまし た。 子ども たちはタ イ 語のあいさ つやじ ゃ んけんに挑戦し 、 タ イ のお

やつを 食べながら タ イ の暮ら し について学びまし た。  

 サポート と し て参加し た元小学校教員は「 子ども たちが真剣に、 集中し て学習する様子

に感心し まし た。 外国人と の接点が少ない高瀬地区の子ども たちが、 身近なと こ ろ で国際

交流ができ まし た。 小学生と 中学生の交流も 大事にし ていき たいです。」 と 話し ていまし

た。  

 

 

～夏休みコミセンで宿題をしよう（西山形コミュニティセンター）～ 

 コ ミ ュ ニティ センタ ーの事業と し て、 夏休み中に２ 回開催し まし た。 ２ 回目の８ 月２ ２

日（ 金） は全校児童のおよそ６ 割の子ども が参加し まし た。 と かみこ ども ク ラ ブ（ 放課後

児童ク ラ ブ） がコ ミ ュ ニティ センタ ー内に設置さ れており 、 参加者のほと んどはク ラ ブに

在籍し ている子ども たちです。 地域に住む元小学校の教員３ 名が宿題や自主学習をする子

ども たちをサポート し まし た。  

参加し た５ 年生の女の子は「 今まで何回も 参加し ています。 先生の顔を覚えたので、 地

域で会っ ても わかり ます。 先生たちは優し いので質問し やすいです。 教えても ら う と よく

わかり ます。」 と 話し ていまし た。  

 も と も と 学習会はコ ミ ュ ニティ センタ ーと 地域住民によっ て行われていまし た。 西山形

小学校がコ ミ ュ ニティ ・ スク ールになっ た現在は「 地域学校協働活動」 と し て実施し てい

ます。 学校運営協議会等で学校と 情報を 共有し ています。  

 

 

 

 

 こ のよう な取組によっ て、 子ども たちはも ちろ ん地域や学校にも よい効果が生まれるこ

と が期待でき ます。 地域と 学校が連携し ながら 、「 学校を核と し た地域づく り 」 を 進めて

いただければと 思っ ています。  

 

 

 

 

 

社教ニュースときたまごのバックナンバー及び山形市における「コ 

ミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」については、 

こちらからご覧ください。 

 



 

 

 

 

 

 

学校運営協議会「熟議」の充実 

学校運営協議会には「 校長が作成する学校運営の基本方針を 承認する」「 学校運営につい

て、 教育委員会又は校長に対し て意見を述べるこ と ができ る」「 教職員の任用に関し て、 教

育委員会規則で定める事項について、 教育委員会に意見を 述べるこ と ができ る」 と いう ３

つの役割があり ます。  

 それと は別に、 文部科学省では学校運営協議会に備えておく べき も のの一つと し て「 熟

議の場の設定」 を示し ています。  

熟議と は… 

より よ い集団（ 学校） 生活や人間関係を 築く ために、 協働し て取り 組む一連の自主的、 実践的な活動を

話し 合いを 重ねながら 生み出そう と いう も の。  

具体的には次のポイ ン ト を 満たし たプロセスを 指し ます。  

1. 多く の当事者（ 保護者、 教員、 地域住民等） が集まっ て、  

2. 課題について学習・ 熟慮し 、 議論を する こ と によ り 、  

3. 互いの立場や果たすべき 役割への理解が深まる と と も に、  

4. それぞれの役割に応じ た解決策が洗練さ れ、  

5. 個々人が納得し て自分の役割を 果たすよ う になる  

学校運営協議会設置の手引き （ 令和２ 年１ ０ 月 文部科学省） より  

 

 

 

熟議を 充実するための各学校の取組を紹介し ます。  

 

１ 生徒の参加 

 学校運営協議会に生徒が参加するこ と によっ て、 より 「 多く の当事者が集まる」 こ と に

なり 、 その後のプロセスが充実するこ と が期待でき ます。  

第五中学校と 高楯中学校では生徒会役員が熟議に参加し 、 第八中学校では生徒会役員と

の懇談の時間を 設けまし た。 蔵王第三小学校・ 蔵王第二中学校では、 生徒がコ ンク ールで

受賞し た作文を 朗読し まし た。  

 生徒は「 地域を大切にし よう と いう 気持ちが高まっ ている」「 夢に向かっ てチャ レ ンジ

し ていく 」「 運動や折り 紙などを 通し て地域の方と 交流し たい」「（ 中学生と 大人の） 価値

観の違いに驚いた」 と いう 思いを 委員に伝えまし た。 委員から は「 みなさ んのやり たいこ

と を私たちに伝えてほし い」「 児童・ 生徒の声を発信し たい」「（ 学校行事等の参加につい

て） 生徒会長も 連名で地域に案内し てはどう か」 などの意見が述べら れまし た。  

生徒の思いや願いがどのよう に実現さ れていく のか、 今後の展開が楽し みです。  
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２ 教員や保護者の参加、テーマ設定、ファシリテーターの活用、時間設定 

 １ ２ 月に行われた第一小学校の学校運営協議会では、 委員の他に７ 人の教員と ８ 人の保

護者（ 奨学会役員）、 さ ら に６ 人の大学生が加わり 、「『 私たちの学校』 と 『 私たちの地

域』 の未来を 考えよう 」 と いう テーマで熟議が行われまし た。 また、 フ ァ シリ テータ ーは

教員でも 保護者でも 地域住民でも ない第三者に依頼し まし た。  

 委員以外の教職員や保護者、 大学生が参加するこ と で、 より 「 多く の当事者が集まる」

こ と になり 、 多様な立場から 意見が述べら れるよう になり ます。 また、「『 私たちの学校』

と 『 私たちの地域』 の未来を考えよう 」 と いう 、 答えのない（ 一つの結論を 求める必要が

ない） テーマを 設定するこ と で、 一層「 互いの立場や果たすべき 役割への理解が深まる」

こ と と 思います。 さ ら に、 第三者がフ ァ シリ テーショ ンするこ と によっ て、 より 「 それぞ

れの役割に応じ た解決策が洗練さ れ、 個々人が納得し て自分の役割を果たすよう になる」

こ と が期待でき ます。 こ れら のプロセスを 深めるために、 熟議の時間を １ ２ ０ 分と 設定し

まし た。  

こ れら の工夫により 「 より よい集団（ 学校） 生活や人間関係を築く ために、 協働し て取

り 組む一連の自主的、 実践的な活動を 話し 合いを 重ねながら 生み出す」 熟議と なっ たこ と

を 感じ ています。  

 

市内小中学校の学校運営協議会や地域学校協働活動を参観、参加して学びを深めた、山形大

学地域教育文化学部「地域学校協働インターンシップ」に参加する４年生の学生の声を紹介し

ます。 

・ 地域とのかかわりを考えていたり、大人にはない発想をしたりする子どもがいるので、（学校運営協議会に参加

することで）大人の視野が広がり、新たな可能性が生まれるのではないか。 

・ 私たちは地域の方をリスペクトして、その意見を反映させていくことが大切だと思う。 

・ 教員になって地域の方と一緒に学習する際は、子どものことはもちろん、地域づくりについても考えてみたい。 

・ 地域学校協働活動が「単なる学校のお手伝い」にならないよう、地域のメリットを可視化し発信することが、活

動の輪を広げるうえで重要であると感じた。 

・ 学校を卒業すると地域とのつながりが希薄になる若者をどのように地域につないでいくか考えたい。 

なお、第五中学校でも大学生も熟議に参加し、グループワークのファシリテーターを務めま

した。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

社教ニュースときたまごのバックナンバー及び山形市における「コ 

ミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」については、 

こちらからご覧ください。 

 


















































